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1. はじめに 

近年，センシング技術の発展により，ヒト・モノ・コト

の詳細な計測が可能となった．同技術から取得された交

通ビッグデータを活用し，計測された人の行動に基づい

たまちづくりが推進されている 1)．一方，単一の交通ビッ

グデータでは，駅勢圏の詳細な交通実態は網羅的に把握

できず，利用者のニーズに即したサービスの提供が困難

である 2)．そこで，多様な交通ビッグデータを適材適所で

組み合わせることで，駅勢圏の交通流動を持続的に把握

可能な仕組みを形成できると考えられる． 

本稿は，立川駅周辺をモデル地域として駅勢圏におけ

る複数の交通ビッグデータを組み合わせた交通流動の推

計の試行結果を報告する． 

本研究では，まず，交通ビッグデータの仕様を調査し，

基本特性を分析する．次に，駅勢圏における交通流動の

推計手法を考案する．そして，実フィールドにおける考

案手法の有用性を検証する． 

2. 交通ビッグデータの基本特性分析 

 本研究は，交通ビッグデータの中から駅勢圏の継続的

な人の交通流動の把握可否を検証するために人口分布統

計および Wi-Fi パケットセンサデータに着目した．そこ

で，これらのデータ仕様を調査し，実フィールドにおい

て基本特性を分析した． 

（1）人口分布統計 

人口分布統計は，携帯電話基地局の運用データに基づ

き，500mメッシュ毎，1時間毎の性年齢階層別および居

住地別の滞留人口が集計されている 3)． 

本研究は，図-1に示した駅勢圏の 10メッシュの人口分

布統計の基本特性を分析した．2017年 10月（休日の日平

均）における性年齢階層別の滞留人口を集計すると，立

川駅が含まれるメッシュでは，若い世代の女性が多いこ

とが確認できた．また，図-2 にららぽーと立川立飛が含

まれるメッシュにおける 10月の休日平均の 1時間毎の人

口推移の経年変化を示す．図-2 より，2015 年 12 月のら

らぽーと立川立飛の開業の影響により，2016年より滞留

人口が約 2倍増加しており，経年変化を確認できた．  

以上より，集計エリア毎の性年齢階層別の滞留人口や

経年変化を分析できた． 

（2）Wi-Fi パケットセンサデータ 

Wi-Fiパケットセンサは，センサから約 100m～200m圏

内の Wi-Fi が有効になっている電子機器から時刻および

匿名化された固有の識別番号等を取得できる 4)． 

 本研究では，図-1に示した 11個のWi-Fiパケットセン

サによる計測データの基本特性を分析した．まず，Wi-Fi 

   

図-1 立川駅周辺の分析対象エリア 

 

図-2 ららぽーと立川立飛周辺地域の滞留人口(休日) 
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パケットセンサ間の 10 時から 18 時までの総移動量を算

出した．算出結果より，主要施設間を結ぶモノレール駅

間の流動が多いことが確認できた．また，各センサでの

取得時刻を用いることで，各センサの流出入のピーク時

間帯およびセンサ間の移動時間を把握できた． 

以上より，センサ間の移動量，移動時間およびセンサ毎

の滞留時間を把握できることが明らかとなった． 

3．駅勢圏における交通流動の推計手法の考案 

前章の分析結果を基に，人口分布統計および Wi-Fi パ

ケットセンサを用いた交通流動の推計手順を考案した． 

考案手法のフローを図-3 に示す．考案手法は，各センサ

間の移動量を推計し，図-3に示した 3 つの算出過程から

構成される．図-3①では，1時間毎の各センサ間の移動量

を用いて，分析対象エリアの総移動量に対する各センサ

間の移動割合を算出する．図-3②では，まず，Wi-Fiパケ

ットセンサの計測データから 1 時間毎の各センサ間の移

動量を算出し，対象センサの流出，流入および滞留の比

率を算出する．次に，算出した比率を用いて人口分布統

計の滞留人口から流出量を算出し，その流出量を各セン

サ間の移動割合で除して人口分布統計由来のセンサ間の

総移動量を推計する．そして，図-3①・②の算出結果を掛

け合わせることで，短トリップであるセンサ間の移動量

を推計する．図-3③では，Wi-Fiパケットセンサの計測デ

ータから全時間帯の各センサ間の移動時間を 5 分階層別

に集計する．次に，最短経路探索を用いて，センサ間の移

動手段毎の最短移動時間を算出する．そして，Wi-Fiパケ

ットセンサの計測データから集計した各センサ間の移動

時間に最短経路検索結果を組み込むことで各センサ間の

移動手段分担率を算出する．最後に，図-3①～③の推計結

果および算出結果を掛け合わせることで，移動手段毎の

移動量を推計する． 

4. 実フィールドにおける考案手法の有用性の検証 

 本研究では，図-1 に示した範囲の人口分布統計（2018

年 9 月 1 日，土曜日）および Wi-Fi パケットセンサの計

測データ（2018年 9月 1日，土曜日）を用いて，考案手

法の有用性を検証した． 

 考案手法を用いた移動手段を含む主要施設間の移動量

の推計結果の一部を表-1に示す．表-1より，立川駅から

IKEA 立川へは自転車で移動していることが推計できた．

立川駅から各施設への移動では，いずれも徒歩で移動し

ている人が一定数いることが推計できた．移動手段毎の

移動量を推計することで，どの移動手段が多いのか確認 

 

図-3 考案手法のフロー 

表-1 考案手法による推計結果の一部 

 

できた． 

以上より，Wi-Fiパケットセンサと人口分布統計とを組

み合わせることで移動手段毎の交通流動を推計できた．

商業施設の入館カウンターおよび交通系 ICカード等の交

通ビッグデータを用いることで，より実態に即した詳細

な交通流動を推計できると考えられる．  

5. おわりに 

本稿では，交通ビッグデータの仕様の調査，交通ビッ

グデータの基本特性分析，駅勢圏における交通流動の推

計手法の考案およびケーススタディにより有用性を検証

した．今後の課題は推計結果の精度の検証が挙げられる． 
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10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時

5～9分 9 7 4 5 5 6 5 4

10～14分 9 7 4 5 5 6 5 4

15～19分 徒歩 4 4 2 2 2 3 3 2

0～4分 自転車 7 3 1 2 1 0 0 0

10～14分 徒歩 9 4 2 2 1 0 0 0

15～19分 周遊 18 8 3 4 2 0 0 0

0～4分 車 28 30 19 26 24 24 27 15

20～24分 徒歩 22 23 15 20 18 19 20 12

55～59分 周遊 22 23 15 20 18 19 20 12

0～4分 自転車 32 38 27 32 24 23 20 23

5～9分 自転車or徒歩 24 28 20 24 18 17 15 17

10～14分 徒歩 27 32 23 27 21 20 17 20

移動量(人)
移動手段移動時間終点起点
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1階
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立川駅
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